
一般化角運動量と角運動量の合成

一粒子のスピン軌道結合効果、多粒子系の全角運

 動量とそれに関連した物理的性質を定量的に議論

 するには

一般化角運動量を合成する必要がある。

軌道角運動量演算子の数学的性質は、その間の交換関係

により決まる。

軌道角運動量演算子の交換関係を基礎にして、

角運動量の概念を一般化できる。
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電子における軌道角運動量とスピン角運動量の結合



一般の角運動量とその性質
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一般の角運動量演算子の行列表現

一般の角運動量演算子の固有値と固有関数(固有状態）



角運動量の合成（１）;ベクトル模型
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角運動量の合成（２）;Clebsch-Gordan係数
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クレブシュ・ゴルダン係数の性質
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三角条件

直交規格性

対称性
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２つのスピン角運動量（S=1/2）の合成の場合

Clebsch-Gordan係数の具体例

スピン角運動量(s=1/2)と軌道角運動量

 
の合成
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